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死亡関連手続き案内冊子（おくやみガイドブック）の官民協働発行業務 

プロポーザル選定委員会（第１回）議事要旨 

令和 5年度死亡関連手続き案内冊子（おくやみガイドブック）の官民協働発行業務         

プロポーザル選定委員会（第１回） 

開催日時 令和５年１０月１８日（水）１４時００分～１４時４０分 

開催場所 リエゾンルーム３（高層棟 3F） 

開催方法 対面会議方式 

出席者 ［委員］■：出席、□：欠席 

■ 市民部 総括参事 （委員長） 

■ 市民部 市民課参事 （副委員長） 

■ 総務部 広報課長代理  

■ 福祉部 高齢福祉室参事  

■ 環境部 環境政策室参事  

［事務局］ 

 市民部 市民課  
 

議題 死亡関連手続き案内冊子（おくやみガイドブック）の官民協働発行業務公募型プロポーザ

ル実施要領について 

配布資料 ・ 【資料１】死亡関連手続き案内冊子（おくやみガイドブック）の官民協働発行業務公

募型プロポーザル実施要領（案） 

・ 【資料２】審査項目・配点基準表（案） 

・ 【資料３】業者選定スケジュール 

・ 【参考資料１】死亡関連手続き案内冊子（おくやみガイドブック）の官民協働発行業

務公募型プロポーザル選定委員会設置要領 

・ 【参考資料２】吹田市プロポーザル方式の実施に関するガイドライン 

議事要旨 議題 死亡関連手続き案内冊子（おくやみガイドブック）の官民協働発行業務公募型プロ

ポーザル実施要領について 

 

 事務局から「【資料１】死亡関連手続き案内冊子（おくやみガイドブック）の官民協働

発行業務公募型プロポーザル実施要領」等の配布資料の説明を行い、以下の議論の結果、

委員からの意見について事務局で反映することを条件とし実施要領等が承認された。 

 

委員からの意見等 回答及び決定事項 

プレゼンテーションを行わず、提案書等

のみで審査するとのことだが、提案書の

量や様式はどこで規定されているのか。 

量については募集要項に記載予定。提案

書の目次、記載内容については【資料 2】

の「提案書目次」に記載している。 
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提案書等に質問があった場合は、どうす

るのか。 

今回のプロポーザルでは質疑応答は行わ

ない。提案書等で分かりにくい点があっ

た場合は、その点も含めて事業者の提案

が良くないという評価をしていただくこ

とになる。 

プレゼンテーションを行わない理由は何

か。 

冊子の内容が一番重要であると考えてお

り、提案書とともに予定稿もしくは他の

自治体で直近に発行した冊子を提出して

いただくことで十分審査できると判断し

た。 

省力化したプロポーザルに思えるが、そ

のねらいは何か。 

審査する側の負担を軽減したいというね

らいがあり、加えて、審査についても提

案書等により十分審査ができると判断

し、今回のような形式をとっている。 

同様のプロポーザルを行っている他市を

調べたところ、８市中６市が書類選考の

みで行っている。 

冊子にどのような記載をするかどうかは

事業者が決めるのか。提案された内容し

か記載されないのか。 

内容も含めた提案をしていただくが、最

終的には本市と事業者で協議のうえ、掲

載内容を決定する。 

採点表どおりの点数をつけなければなら

ないのか。例えば、優秀である（４０

点）と満足である（３２点）の間３６点

をつけることはできるのか。 

採点表どおりの採点をしていただく。評

価項目、評価ポイントを見ていただき、5

段階のうち１番近い評価をしていただき

たい。 

審査項目に制作体制が入っていないのは

なぜか。 

スケジュールを守ってもらうことが重要

との考えであるが、制作体制の提示を受

けたとしてもスケジュールに対して十分

な体制かどうかの評価は難しいと考え、

制作体制については審査項目から除外し

た。 

スケジュールでは募集要項の配布開始が

令和５年１０月３０日で、２週間を切っ

ているがスケジュール通り行えるのか。 

募集要項は現在作成中であり、スケ

ジュール通り配布開始できる見込みであ

る。 

提出してもらう冊子（予定稿または他市

発行冊子）のサンプルに事業者名は載っ

ているのか。 

事業者名は載ってないものを提出してい

ただく。 

プロポーザルではなく、特定の事業者と

随意契約はできなかったのか。 

他の業者が参入する機会を奪うことに

なってしまい、公平性が担保できないと
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考え、プロポーザルを実施することとし

た。 

募集要項の配布期間の最終日と事業者か

らの質問受付期限が同日になっている

が、問題ないか。 

募集要項はホームページに掲載し、十分

な配布期間を設けているため、問題ない

と考える。 

実施要領の「２ 業務等の概要」の

（２）の「官民協働発行」のあとに「業

務」が必要ではないか。 

記載漏れであるため修正する。 

提出書類は紙ベースなのか。また、審査

が終わったら事務局に返却するのか。 

紙でお渡しし、審査後審査結果を記入し

た状態で事務局に返却していただく。 

審査項目の広告掲載内容の中で、「冊子に

即した広告になっているか」、「広告の割

合が適切か」という評価ポイントがある

が、何をもって判断するのか。 

死亡関連手続き案内冊子なので、明らか

に死亡関連手続きと関係ないが広告が搭

載されていないかをご確認いただきた

い。割合については手続きの案内記事と

のバランスを見ていただき、広告が多す

ぎないかを評価していただきたい。 

広告の割合について、具体的な数値を評

価指標としておかないと評価がしづらい

のではないか。 

募集要項、もしくは仕様書で広告割合の

上限を指定する。 

冊子全体のページ数の指定はないのか。 募集要項、もしくは仕様書である程度幅

を持たせて指定する。 

 

以上 

 

 


